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葛第 回経済学検定試験：外国人応募者数　 名を超える
　　―――『ＥＲＥ』『ＥＲＥミクロ・マクロ』ともに成績良好
葛第 回「大学対抗戦」：創価大学経済学理論同好会Ａが 連覇！
　・わからない問題を質問し合って解法を一緒に考える（優勝チーム　信国桂子さん）
　・夏休みから週 回の勉強会をゼミ所属 ・ 年生合同で行う（準優勝チーム　長山桃香さん）
　・継続は力なり（個人賞トップ　池田直人さん）
葛就活のエントリーシートにＥＲＥの成績を明示
葛第 回ＥＲＥ実施要領

　 年 月 日（日）に実施いたしました第 回ＥＲＥ、ＥＲＥミクロ・マクロの成績結果
がまとまりました。受験者およびお取りまとめご担当者の皆様への試験の成績に関するご通
知・ご報告は、すべての手続等を完了しております。
　最近の傾向として外国人の応募者数の増加が挙げられますが、今回は 名を超えました。
　成績概要は《資料 ・ 》のとおりです。
　ＥＲＥは前回の平均点を ．点上回りました。ミクロ経済学、財政学が前回を下回ったもの
の、他の科目は前回を上回っています。
　ＥＲＥミクロ・マクロも前回の平均点を ．点上回りました。ミクロ経済学・マクロ経済学
ともに前回の平均点を上回っています。
《資料 － 》科目別成績
『ＥＲＥ』

統計学国際経済金融論財政学マクロ経済学ミクロ経済学科　目
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《資料 － 》
『ＥＲＥミクロ・マクロ』

マクロ経済学ミクロ経済学科　目
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《資料 》
成績概要

ＥＲＥミクロ・マクロＥＲＥ
， 名名応 募 者 数
， 名名受 験 者 数
．点．点平 均 点
． 　． 　標 準 偏 差
点点最 高 得 点
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－ －

ランク氏名（敬称略）所　属大学・勤務先名順位
Ｓ池 田 直 人政治経済学部明治大学
Ｓ猪 八 重　 馨経済学部創価大学
Ｓ玉 江 大 将経済学部創価大学
Ａ＋森　 広 器
Ａ＋蓮 實　 聡国際・公共政策大学院一橋大学
Ａ＋佐 藤 秀 保経済学部創価大学
Ａ＋米 澤 賢 哉ファイナンス研究科早稲田大学大学院
Ａ＋北 村 友 宏経済学部大阪府立大学
Ａ＋

Ａ＋清 水 邦 敏
Ａ藤 田 隼 平経済学研究科早稲田大学大学院

《資料 》『ＥＲＥ』上位成績者

ＥＲＥ／ＥＲＥミクロ･マクロ≧ 名
名麗澤大学名中央大学
名広島経済大学名九州共立大学
名青山学院大学名琉球大学
名名古屋学院大学名日本大学
名福岡カレッジ・オブ・ビジネス専門学校名創価大学
名旭川大学名明治大学
名慶應義塾大学名龍谷大学
名弘前大学名大原公務員医療専門学校　福岡校
名大阪経済大学名大原簿記公務員専門学校　小倉校
名明海大学名九州産業大学
名日本出版販売株式会社名法政大学
名酪農学園大学名福島大学
名愛知大学名長崎県立大学
名岩手県立大学名成蹊大学
名大分大学名山口大学
　名熊本学園大学名東京国際大学
　名熊本壺溪塾学園名久留米大学
　名広島修道大学名宇都宮大学
　名札幌大学名関東学園大学

名大阪商業大学

《資料 》団体応募状況



－ －

ランク氏名（敬称略）所　属大学・勤務先名順位
Ａ吉 澤　 創
Ａ山 﨑 貴 博
Ａ大 金 篤 史
Ａ湊　 誠 也経済学部公共・環境経済学科中央大学
Ａ荻 野 悠 起経済学部新潟大学
Ａアジア太平洋研究科早稲田大学大学院
Ａ馬 場 和 徳経営管理大学院京都大学
Ａ寺 内 恵 子経済学部立命館大学
Ａ経済学部一橋大学
Ａ小 出 恒 善政治経済学部明治大学
Ａ熊 田 裕 太公共政策研究科中央大学大学院
Ａ坂 部 翔 悟経済学部創価大学
Ａ樽 山 祥 平政治経済学部明治大学
Ａ滋賀県庁
Ｂ＋對 中 秀 幸
Ｂ＋大須賀　正　是
Ｂ＋前 川 克 博所長前川公認会計士事務所
Ｂ＋橋 田 和 典
Ｂ＋畑　 和 宏文学部関西大学
Ｂ＋神 田　 毅
Ｂ＋斎 藤 真 史経済学部東北大学
Ｂ＋庄　子　賢太郎
Ｂ＋丸 山 貴 大政治経済学部明治大学
Ｂ＋浅 野　 昭
Ｂ＋上 村 康 博
Ｂ＋佐々木慎太郎経済学研究科早稲田大学大学院

ランク氏名（敬称略）所　属大学・勤務先名順位
Ｓ樋 口 篤 志
Ｓ石 田 一 平商学部小樽商科大学
Ｓ長 﨑　 新経済経営福島大学
Ｓ朱　 文 来フジ国際語学院
Ｓ長 山 桃 香法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ佐 藤 文 昭人文社会学群経済経営学類福島大学
Ｓ信 国 桂 子経済学部創価大学
Ｓ柵 木 健 吾文学部思想文化学科哲学専修東京大学
Ｓ松 原 拓 也
Ｓ石 原 達 也公務員夜間専攻科大原公務員医療専門学校福岡校
Ｓ新 田 未 来経済経営学類福島大学
Ｓ渡 邉 圭 織経済経営学類福島大学
Ｓ井 上 寛 樹政治経済学部明治大学
Ｓ川 崎 潤 一学校法人大原学園小倉校大原簿記公務員専門学校小倉校
Ｓ尤　 凱 潔

《資料 》『ＥＲＥミクロ・マクロ』上位成績者



－ －

ランク氏名（敬称略）所　属大学・勤務先名順位
Ｓ平 栗 克 洋政治経済学部明治大学
Ｓ
Ｓ木戸口　達　登経済学部大阪大学
Ｓ宮 田 翔 一経済学部大阪商業大学
Ｓ伊 集　 霞法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ上　原　亜由美法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ上　原　麻季子法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ古 田 直 樹工学部北海道大学
Ｓ杉 原 明 悟経済経営学類経済分析福島大学
Ｓ朱　 慧 敏
Ｓ佐 藤 昭 弘経済学部創価大学
Ｓ友 利 志 穂法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ石 山 晃 寛経済経営学類福島大学
Ｓ斉　 亜 偉国際交流センター埼玉大学
Ｓ姚　 振 国国際観光学科駿台トラベル＆ホテル専門学校
Ｓ伴　 恭 介経済学部関西学院大学
Ｓ藤　田　健士朗大学編入科福岡カレッジ・オブ・ビジネス
Ｓ永 山 禎 昭法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学
Ｓ運　天　江利子法文学部総合社会システム学科杉田ゼミ琉球大学

平均点総合得点学校名チーム名順　位
．点点創価大学創価大学経済学理論同好会Ａ優　勝
．点点琉球大学杉田ゼミ 年準優勝
．点点福島大学福島大学経済分析同好会第 位

＊参加メンバーの上位 名の総合成績です。上位 名までの総合点が同点の場合は、チーム全員の平
均点で判定します。

　第 回ＥＲＥミクロ・マクロ「大学対抗戦」は、 校 チーム、計 名で競われました。今
回は、琉球大学、大阪府立大学、大阪経済大学から新たにエントリーしていただき、前回より
校 チーム増加しています。

　優勝は、今回も「創価大学経済学理論同好会Ａ」チームでした。 点を獲得しての 連覇
です。
　準優勝チームは、初参加で 点を獲得した琉球大学の「杉田ゼミ 年」チームです。
　第 位は、 点を獲得した「福島大学経済分析同好会」チームでした。
　「明治大学理論経済学ゼミナール」チームも 点と「福島大学経済分析同好会」チームと同
点でしたが、「福島大学経済分析同好会」チームの平均点が「明治大学理論経済学ゼミナー
ル」チームのそれを上回りました。
　「大学対抗戦」個人成績のトップは、 点を得点した「明治大学理論経済学ゼミナール」チ
ームの池田直人さんです。
　なお、個人賞は 点以上 名の方が獲得しています。
　参加チームの平均点は ．点（各チーム上位 位まで）で、前回を ．点下回りました。

《第 回ＥＲＥミクロ・マクロ「大学対抗戦」》

創価大学経済学理論同好会Ａが 連覇！
初参加で琉球大学チームが準優勝／個人成績トップは明治大学の池田直人さん



■大学対抗戦　優勝・準優勝チーム、個人賞トップのコメント■

☆優勝（ 連覇）創価大学経済学理論同好会Ａ

わからない問題を質問し合って解法を一緒に考える
　この度は 連覇という結果を残すことができ、部員全員大変に喜んでおります。今回は特に
厳しい状況のなかで挑んだEREであっただけに、喜びも一入です。いつも見守り励ましてくだ
さる創立者、教職員の皆様をはじめ応援してくださるすべての方がたに心より感謝しておりま
す。本当にありがとうございました。
　私たちは日頃、経済に関わるあらゆるトピックに関して幅広く部員全員で学び合い、勉学を
深めています。ERE直前の時期には皆でわからない問題を質問し合ったり、よりよい解法を一
緒に考えたりしながら対策をしました。今回の優勝の要因は、ミクロ・マクロに限らず幅広く
学んだことと、一人も欠けることなく全員で取り組み、励まし合い、切磋琢磨してきたことに
あると思います。今後も私たちは、皆で楽しく経済学を学び深め合う伝統を受け継いで参りま
す。

（創価大学経済学理論同好会Ａ　信国桂子さん）

☆準優勝　琉球大学　杉田ゼミ 年

夏休みから週 回の勉強会をゼミ所属 ・ 年生合同で行う
　今回初めて大学対抗戦に挑戦し、準優勝という結果を残せたことはメンバー一同、大変嬉し
く思います。私達が準優勝できたのは、杉田勝弘先生をはじめとする周りの方の支えがあって
成し遂げることができたと感じています。
　私が所属するゼミナールは、計量経済学を専攻としているため、まず夏休みから週 回の勉
強会をゼミ所属 ・ 年生合同で行い、ミクロ・マクロの基礎知識の復習から始めました。そ
して一通り知識を身につけた後は、毎回各自でＥＲＥの過去問を解き、わからない問題は受験
経験者が解説していくことで、皆で理解を深めていきました。
　私は、ＥＲＥを受験したことで経済学のおもしろさを知っただけではなく、互いに競い合い
励まし合う仲間の存在の素晴らしさを実感しました。
　努力すれば必ず結果につながるという自信をもち、私達はこれからも学ぶことに励んでいき
たいと思います。

（杉田ゼミ 年　長山桃香さん）

☆個人賞トップ

継　続　は　力　な　り
　この度は個人賞トップという成績を残すことができ、大変嬉しく思っています。
　私は第 回のEREミクロ・マクロを受けたのが最初で、今回までにEREミクロ・マクロとERE
を合わせて 回連続で受験しました。EREの学習方法としては、大学で用いる教科書を読みつ
つ、EREの過去問を繰り返し解くということをしていました。特に問題を繰り返し解くことは
重要で、初めのうちは解説を読んでもなかなか理解できなかった問題がだんだんわかってくる
ようになります。そうして実力がついてきたことが、成績の推移という目に見える形でわかる
のがEREのメリットの つであると思います。EREの継続受験は自身の体験としてぜひとも
お勧めします。
　この結果に慢心することなく、さらに実力をつけて今後の試験でより良い成績を残せるよう
に頑張りたいと思います。

（明治大学理論経済学ゼミナール　池田直人さん）

－ －



－ －

第 回ＥＲＥミクロ・マクロ「大学対抗戦」

参加チーム募集外
● 年 月 日（日）　実施

●受付期間： 年 月 日（水）～ 月 日（金）〈消印有効〉

※エントリー料：無料

●前回まで参加した 校（ 音順）

　青山学院大学／宇都宮大学／大阪大学／大阪経済大学／大阪商業大学／大阪府立大学／

　小樽商科大学／鹿児島大学／九州大学／京都大学／熊本壺溪塾学園／慶應義塾大学／

　埼玉大学／札幌大学／上智大学／創価大学／高崎経済大学／中央大学／

　筑波大学（同大学院）／東京大学／同志社大学／東北大学／東洋大学／長崎県立大学／

　名古屋大学／名古屋市立大学／名古屋学院大学／名古屋経済大学／新潟大学／

　日本大学／一橋大学／福岡カレッジ・オブ・ビジネス／福島大学／北海道大学／

　武蔵大学／明治大学／山形大学／立命館大学／琉球大学／和光大学／早稲田大学



－ －

就活のエントリーシートにＥＲＥの成績を明示

　ＥＲＥ（経済学検定試験）は、Economics Record Examinationの略称で、大学で学ぶ経
済学の理解度を評価する検定試験として、 年 月より年 回実施いたしております。
最近、学部学生が就職活動にあたり、エントリーシートにその成績を明示し自己アピール
の一手段として利用する学生のみなさんが増えています。そのため、採用ご担当者の皆様
に本試験の概要につきましてご理解いただきたく、ご案内を申しあげます。

■特　徴
　本試験の結果は合否ではなく、ＳランクからＤランクまでの ランクで評価され、かつ、
受験回数に制限がないことにより、何回でも受験が可能です。そのため、本検定試験を経
済学に対する学習成果の検証とし、多くの大学生等が利用しております。
　また、大学対抗戦においては、参加者自らが自主的にチームを結成し成績を競うことに
より、大学の枠を越えお互いに経済学を理解しあう場として利用されています。

■出題科目等
　〔ＥＲＥ〕四答択一式・ 問・ 分
　　　ミクロ経済学： 問／マクロ経済学： 問／財政学： 問／金融論： 問／
　　　国際経済： 問／統計学： 問　計 問・ 点満点
　〔ＥＲＥミクロ・マクロ〕四答択一式・ 問・ 分
　　　ミクロ経済学： 問／マクロ経済学： 問　計 問・ 点満点

■活　用　例
　・専門課程の単位認定試験として
　・大学におけるカリキュラムの効果測定として
　・経済学系大学院入学の専門科目の代用として
　・就職活動における経済学に対する理解度の証明として
　・自己啓発等の成果の検証として
　・公務員試験の準備として

■備　考
　現在、ＥＲＥ（経済学検定試験）は、 月・ 月の年 回、全国 の試験会場において
実施しており、年間約 ， 名強の方々が受験しています。その主な受験層は約 割が国
公立・私立の大学生・大学院生で、約 割が官公庁・民間企業の受験者となっています。

《資料請求・お問合せ先》
　特定非営利活動法人　日本経済学教育協会　事務局
　〒 － 　東京都新宿区市谷本村町 －
　TEL： － － ／e - mail : info＠ere. or. jp



－ －

―　経済学の学習到達度を測定　―

年度　第 回ＥＲＥ実施要領

『ＥＲＥミクロ・マクロ』（ 科目）

『ＥＲＥ』（ 科目）

第　 　回実施回

年 月 日（日）試 験 日

午後 時 分～午後 時 分（ 分）試 験 時 間

年 月 日（水）～ 年 月 日（金）〈消印有効〉受 付 期 間

， 円（税込）受 験 料

ミクロ経済学／マクロ経済学／財政学／金融論／国際経済／統計学出 題 科 目

答択一式／ 問， 問 点， 点満点出 題 形 式

受験票、筆記用具（ＨＢ程度の鉛筆またはシャープペンシル〈ボールペンは不
可〉，消しゴム）、電卓（ただし、金融計算電卓，関数・メモ機能付きは不可）、
顔写真付身分証明書（学生証・運転免許証・パスポート等）

持 込 品

第　 　回実施回

年 月 日（日）試 験 日

午後 時 分～午後 時 分（ 分）試 験 時 間

年 月 日（水）～ 年 月 日（金）〈消印有効〉受 付 期 間

ミクロ経済学／マクロ経済学　（注）出 題 科 目

， 円（税込）受 験 料

答択一式／ 問， 問 点／ 点満点出 題 形 式

受験票、筆記用具（ＨＢ程度の鉛筆またはシャープペンシル〈ボールペンは不
可〉，消しゴム）、電卓（ただし、金融計算電卓，関数・メモ機能付きは不可）、
顔写真付身分証明書（学生証・運転免許証・パスポート等）

持 込 品

（注）　『ＥＲＥ』のミクロ経済学・マクロ経済学と同一問題です。

２０ １ ２ 年７月受験用
ＥＲＥ経済学検定試験　問題集
○第 回～第 回の試験問題 問と解答・ポイント解説を掲載
○出題傾向の把握が可能

日本経済学教育協会　認定　経済法令研究会　編
Ａ 判　 頁　予価 ， 円（税込）


